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研究の目的、PRポイント
【地域を応援 !! 配食サービスの 4年間を振り返る】
在宅高齢者向け配食サービス「シャローム　手作り
フレあいお弁当」は、当施設主体となって 5年目を
迎えた。
これまでを振り返り、地域にどのように貢献できて
いるかを検証し、今後の課題について考察する。

取り組んだ課題
当施設では横須賀市の委託事業として、在宅高齢者向
け配食サービスを 25 年間にわたり実施してきたが、
H30年度 市の政策転換により委託終了となった。
しかし、当施設のある横須賀市大津・浦賀地域の在
宅高齢者の自立生活支援・介護予防のための配食サー
ビスの必要性は高い状況であった。

（地域の特徴）
・	市内で最も高齢化率が高い地域である（高齢化率：
32.0％ *）。一方で、要介護・要支援認定率はそれ
ほど高くない（15.7％・市内７番目 **）。介護サー
ビスを利用せず自立して生活する高齢者が比較的
多い地域である。

・	坂や階段が多い地形で、バス路線のない地域もあ
るなど高齢者世帯では食料品の買い物や外出が困
難となるケースが多くみられる。

具体的な取り組み
・	地域のニーズに応えるため、H31 年度（R元年度）
より当施設が主体となり、配食サービス「シャロー
ム　手作りフレあいお弁当」として継続した。

・	公的な助成が得られない中、弁当の内容や栄養価
を維持できる最小限の価格改訂を行った。

・	地域包括支援センターや居宅介護支援事務所、民
生委員を通じてご利用者の拡大に努めた。

・メニューを記載した日々のお便り「ラブレター」とと
もに、お弁当を手渡しで配達している。

活動の成果と評価
・	委託事業終了後、ご利用者は一旦大幅に減少した
ものの、現在少しずつ増加してきている。

・	ご利用者の継続率は高く「いつもありがとう」「美
味しく頂いています」など感謝の言葉を頂いてい
る。

・	配達は原則手渡しのため、ご利用者の安否確認や
様子の変化に気づけば民生委員に繋ぐなど、セー
フティネットの役割を担っている。

・	配達スタッフは、有償ボランティアやアルバイト
の大津地域の 60～ 80 歳代の元気な皆様。ご利用
者やスタッフ仲間と日々顔を合わせ、配達業務が
「生活のハリ」「生きがい」「フレイル予防」につな
がっている。

今後の課題
①	健康支援型配食サービスとして療養食の強化
	 住み慣れた地域で生活するための手段として、フ
レイル予防の配食サービスであるので、療養食や
嚥下調整食といったきめ細やかな対応をさらに
行っていく必要がある。

②	福祉の配食・共生社会の配食をアピール、認知度
の向上

	 地域を元気にし、食を通して人をつなぐ役目でも
ある福祉の配食・共生社会の配食であることを幅
広い方に認知して頂き、利用を促したい。

③	採算性の向上
	 持続可能な事業とするために採算性の向上が課題
である。食数の拡大、コストの見直しなどを図る。

④	配達スタッフの継続的な人員確保
⑤	感染症との共存
	 コロナ禍を経験し、改めて感染対策の大切さを認
識。また感染者宅への配食はニーズがあり、「いざ
という時に頼れる」配食サービスでありたい。
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